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６．水道料金・下水道使用料について 

（１）水道料金と下水道使用料を一緒に支払っていること 

◇「知っている」が９割 

問10 あなたは、水道料金と下水道使用料を一緒に支払っていることをご存知ですか。（○は

１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金と下水道使用料を一緒に支払っていることは、「知っている」（90.2%）、「知らない」

（9.1%）となっている。 

 

90.2 9.1

0.8

ｎ

(1,321)

(%)

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答
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全　体 (1,321)

20歳代 (95)

30歳代 (259)

40歳代 (249)

50歳代 (225)

60歳代 (290)

70歳以上 (188)

川崎区 (189)

幸区 (147)

中原区 (219)

高津区 (190)

宮前区 (196)

多摩区 (189)

麻生区 (177)

ｎ

63.2

85.3

90.4

96.4

94.8

95.2

92.1

92.5

86.3

86.8

92.9

89.4

91.5

36.8

13.9

9.2

4.5

7.9

6.1

11.9

12.1

7.1

10.6

7.3

2.7

3.1

1.1

1.1

1.8

1.4

2.1

0.7

0.4

0.4

0.8

(%)
90.2 9.1

0.8

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

○年齢別／居住区別 水道料金と下水道使用料を一緒に支払っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「知っている」割合は20歳代で６割強と特に低くなっている。 

居住区別にみると、「知っている」割合は中原区、高津区でやや低くなっている。 

居
住
区
別 

年
齢
別 
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（２）雨水排除費用、汚水処理費の出所の認知 

◇「知らない」が７割 

問11 あなたは、雨水を排除する費用には税金が充てられ、汚水処理費には下水道使用料が充

てられていることをご存知ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨水排除費用、汚水処理費の出所の認知は、「知っている」（29.7%）、「知らない」（69.3%）となって

いる。 

 

29.7 69.3

1.0

ｎ

(1,321)

(%)

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答
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全　体 (1,321)

20歳代 (95)

30歳代 (259)

40歳代 (249)

50歳代 (225)

60歳代 (290)

70歳以上 (188)

川崎区 (189)

幸区 (147)

中原区 (219)

高津区 (190)

宮前区 (196)

多摩区 (189)

麻生区 (177)

ｎ

6.3

24.3

20.5

24.9

40.3

50.0

34.4

23.1

28.3

28.9

28.1

34.9

27.1

93.7

74.9

79.1

74.7

57.9

48.4

64.6

76.2

69.9

69.5

71.9

64.6

71.8
1.1

0.5

1.6

1.8

0.7

1.1

1.6

1.7

0.4

0.4

0.8

(%)
29.7 69.3

1.0

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

○年齢別／居住区別 雨水排除費用、汚水処理費の出所の認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、概ね年齢が高くなるほど「知っている」割合が高くなっている。 

居住区別にみると、川崎区、多摩区で「知っている」割合が３割台半ばと比較的高くなっている。 

居
住
区
別 

年
齢
別 
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（３）地下水等を流すと下水道使用料がかかること 

◇「知らない」が７割台半ば 

問12 あなたは、水道水以外にも、地下水等を下水道に流すと下水道使用料がかかることをご

存知ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下水等を流すと下水道使用料がかかることは、「知っている」（22.4%）、「知らない」（76.8%）と

なっている。 

 

22.4 76.8

0.8

ｎ

(1,321)

(%)

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答
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全　体 (1,321)

20歳代 (95)

30歳代 (259)

40歳代 (249)

50歳代 (225)

60歳代 (290)

70歳以上 (188)

川崎区 (189)

幸区 (147)

中原区 (219)

高津区 (190)

宮前区 (196)

多摩区 (189)

麻生区 (177)

ｎ

6.3

21.2

19.3

17.8

27.2

33.0

28.6

19.7

22.8

21.6

15.8

25.9

20.3

93.7

78.0

80.3

81.8

72.1

65.4

71.4

79.6

75.3

77.4

84.2

74.1

78.5
1.1

1.1

1.8

0.7

1.6

0.7

0.4

0.4

0.8

(%)
22.4 76.8

0.8

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

○年齢別／居住区別 地下水等を流すと下水道使用料がかかること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「知っている」割合は20歳代で特に低く、60歳代以上で高くなっている。 

居住区別にみると、川崎区、多摩区で「知っている」割合が比較的高くなっている。 

 

居
住
区
別 

年
齢
別 
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（４）使用水量等の増加に伴って単価が高くなること 

◇「知らない」が６割弱 

問13 川崎市では、図１のとおり水道の使用水量等の増加に伴って１立方メートル当たりの水

道料金と下水道使用料が高くなる制度としています。 あなたは、川崎市がこのような制

度を採用していることをご存知ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用水量等の増加に伴って単価が高くなることは、「知っている」（41.0%）、「知らない」（57.8%）と

なっている。 

 

41.0 57.8

1.3

ｎ

(1,321)

(%)

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答
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全　体 (1,321)

20歳代 (95)

30歳代 (259)

40歳代 (249)

50歳代 (225)

60歳代 (290)

70歳以上 (188)

川崎区 (189)

幸区 (147)

中原区 (219)

高津区 (190)

宮前区 (196)

多摩区 (189)

麻生区 (177)

飲む (1,062)

飲まない (252)

ｎ

18.9

29.0

41.0

44.4

50.7

50.0

42.9

45.6

37.9

38.4

36.7

42.3

43.5

43.5

31.0

81.1

70.3

58.2

54.7

47.9

47.3

56.6

53.1

60.3

59.5

62.8

57.7

54.2

55.6

66.7

2.4

0.8

2.3

0.5

2.1

1.8

1.4

0.5

2.7

1.4

0.9

0.8

0.8

(%)
41.0 57.8

1.3

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

○年齢別／居住区別／水道水の飲用状況別 使用水量等の増加に伴って単価が高くなる

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、概ね年齢が高くなるほど「知っている」割合が高くなっている。 

居住区別にみると、「知っている」割合は幸区で４割台半ばと最も高くなっている。 

水道水の飲用状況別にみると、「知っている」割合は、水道水を飲む人では４割強なのに対し、飲ま

ない人では３割強となっている。 

居
住
区
別 

年
齢
別 

水
道
水
の 

飲
用
状
況
別
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平成22年度 (1,321)

平成19年度 (1,921)

ｎ

24.6 17.9 48.8 4.5 4.3

(%)
26.3 24.5 44.5

1.8

2.9

廃
止
す
べ
き

基
本
水
量
を
下
げ
る

べ
き

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答

（５）基本水量制に対する考え方 

◇「現状のままでよい」が４割台半ば 

問14 川崎市では、基本水量の設定により、一定の水量までの水道料金と下水道使用料を定額

としています（２か月当たりの使用水量０～16 。下図２参照）。このような制度では、

水を使っても使わなくても料金が変わらないことから「節水意識が働かない。」といった

声も上がっています。あなたは、この制度（基本水量制）についてどう思われますか。

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本水量制に対する考え方は、「現状のままでよい」の割合が44.5%で最も高く、以下、「廃止すべ

き」（26.3%）、「基本水量を下げるべき」（24.5%）の順となっている。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経年で比較すると、「基本水量を下げるべき」が6.6ポイント増加し、「現状のままでよい」が4.3ポ

イント減少している。 

26.3 24.5 44.5

1.8

2.9

ｎ

(1,321)

(%)

廃
止
す
べ
き

基
本
水
量
を
下
げ
る

べ
き

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答
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全　体 (1,321)

20歳代 (95)

30歳代 (259)

40歳代 (249)

50歳代 (225)

60歳代 (290)

70歳以上 (188)

川崎区 (189)

幸区 (147)

中原区 (219)

高津区 (190)

宮前区 (196)

多摩区 (189)

麻生区 (177)

知っている (541)

知らない (763)

ｎ

23.2

30.1

26.9

28.9

22.8

23.9

30.7

27.9

23.3

27.9

25.0

23.3

27.1

25.5

27.0

28.4

21.6

27.3

25.8

25.5

19.7

21.2

25.9

22.4

26.8

26.5

24.3

24.3

23.8

25.4

44.2

44.4

43.0

40.0

45.2

52.7

42.3

40.8

47.9

42.1

45.4

48.1

44.6

46.6

43.5

4.5

4.2

1.6

2.0

1.1

1.6

1.0

1.1

3.7

2.7

1.6

0.5

2.1

2.2

2.0

2.3

1.1

2.5

2.0

2.8

2.6

2.0

2.1

2.7

2.7

3.2

3.1

0.8

1.5

3.2

(%)
26.3 24.5 44.5

1.8

2.9

廃
止
す
べ
き

基
本
水
量
を
下
げ
る

べ
き

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答

○年齢別／居住区別／使用水量と単価の関係の認知別 基本水量制に対する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「廃止すべき」は30歳代で最も高く、「現状のままでよい」は70歳以上で最も高く

なっている。 

居住区別にみると、「廃止すべき」は川崎区で最も高く、「現状のままでよい」は中原区、多摩区で

高くなっている。 

使用水量と単価の関係の認知別にみると、使用水量と単価の関係を知っている人のほうが「現状の

ままでよい」がやや高くなっている。 

居
住
区
別 

年
齢
別 

使
用
水
量
と
単
価

の
関
係
の
認
知
別


